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21  Library’s Treasure

　

バ
ル
ナ
バ
と
パ
ウ
ロ
が
第
一
回
伝
道
旅
行
に

出
か
け
た
時
の
こ
と
、
キ
プ
ロ
ス
を
通
っ
て
小

ア
ジ
ア
の
パ
ン
フ
ィ
リ
ア
州
首
府
ペ
ル
ゲ
に
上

陸
。
そ
こ
で
助
手
と
し
て
同
行
し
て
い
た
バ
ル

ナ
バ
の
従
兄
弟
ヨ
ハ
ネ
・
マ
ル
コ
が
エ
ル
サ
レ

ム
に
逃
げ
帰
り
ま
す
。
ペ
ル
ゲ
は
土
着
信
仰
が

強
い
と
こ
ろ
で
、
伝
道
は
困
難
を
極
め
ま
す
。

さ
ら
に
内
陸
に
歩
を
進
め
よ
う
と
す
る
パ
ウ
ロ

に
、マ
ル
コ
は
恐
れ
を
な
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
エ
ス
が
捕
ら
え
ら
れ
た
後
、
一
人
の
若
者

が
つ
い
て
行
き
、捕
ま
え
ら
れ
そ
う
に
な
る
と
、

亜
麻
布
を
脱
ぎ
捨
て
裸
で
逃
げ
ま
す
。
こ
の
若

者
が
マ
ル
コ
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

第
二
回
伝
道
旅
行
の
出
発
に
際
し
て
、
バ
ル

ナ
バ
は
も
う
一
度
マ
ル
コ
を
同
行
さ
せ
よ
う
と

し
ま
す
が
、
パ
ウ
ロ
は
怒
っ
て
別
行
動
を
と
り

ま
す
。
後
年
、
彼
は
パ
ウ
ロ
か
ら
「
協
力
者
」、

「
わ
た
し
の
務
め
を
よ
く
助
け
て
く
れ
る
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

若
き
日
に
パ
ウ
ロ
の
も
と
か
ら
逃
げ
出
し
た

こ
と
は
、
マ
ル
コ
に
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

痛
恨
事
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
悔
い
砕
か
れ
て
主

の
懐
に
立
ち
帰
り
、
御
用
に
役
立
つ
者
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
姿
が
窺
え
ま
す
。
マ
ル
コ
に
よ

る
福
音
書
を
書
き
残
し
た
の
が
こ
の
ヨ
ハ
ネ
・

マ
ル
コ
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

The World of the Bible “Perga in Pamphylia” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama

新聖
書
の

世
界 32 横

山
匡

写
真
／
文

パ
ン
フ
ィ
リ
ア
の

首
府
ペ
ル
ゲ

　最初のプロテスタント漢訳旧新約聖書。ロン
ドン宣教会のロバート・モリソンがウィリア
ム・ミルンと協力して翻訳した。
　モリソンは1807年に広東に到着し、東インド
会社の通訳として禁教下の清国で伝道を開始し
た後、聖書の翻訳に着手した。使徒行伝から分
冊を逐次刊行し、1813年に『耶穌基利士督我主
救者新遺詔書』と題して新約聖書を出版した。
　その後、ミルンと協力して旧約の翻訳を行い、

1815年より分冊を逐次刊行し、1823年、完成
した『旧遺詔書』と『新遺詔書』をあわせて、『神
天聖書』としてマラッカで印刷刊行した。
　モリソンとミルンの翻訳は、後続の聖書翻訳
事業の土台となった。モリソンは中国における
プロテスタント宣教の父とされている。
　モリソンの中国での働きから200年を記念し
て、シンガポール聖書協会が2007年に複製を発
行した。

 聖書図書館蔵書シリーズ 31

神天聖書
  モリソン–ミルン訳

（複製版、シンガポール聖書協会　2007 年）
縦：17cm　横：12cm
旧約 17 冊　新約 4 冊



C O N T E N T S

Bible Verse & Essay by Tatsuhiro Mineno

「あなたがたの体は、
神からいただいた聖霊が宿ってくださる神殿であり、

……あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。
だから、自分の体で神の栄光を現しなさい。」

ある時祈っていると、強烈にこの聖
みことば

言が迫ってきた。
その瞬間、自分のあり方が根本的に誤っていたことに気づき、愕然とした。

それまでの自分は、あくまでも自分の体も人生も、すべてが自分自身のものだと考え、
どこまでも自己に執着していたからである。

なんという傲慢不遜、我執の塊のような人間だったことか。
そこで、ついにこう祈ることができた。

「主よ、今こそ全身全霊、全生涯をあなたにお献げします。
どうか主をお宿しする聖霊の宮として、御自身の意のままに、

神の栄光を現す体としてお用いください！」と。
これが小僕の、伝道者への生涯の転機となった。

Sower
No.33
2009

峯野龍弘
ウェスレアン・ホーリネス教団淀橋教会　主管牧師

みねの　たつひろ

表紙の言葉
北海道、函館の名所として有
名な八幡坂。急な坂道の上か
らは、湾に停泊する船や、遠
くかすんだ町並みを見ること
ができ、函館らしい情緒を感
じます。今回はその夜景バー
ジョン。函館山から見る函館
の夜景も素敵ですが、その帰
り道には足をのばしてみては
いかがでしょうか？

（絵・文＝佐藤百合子）

巻 　 頭 　 聖 　 句  

（コリントの信徒への手紙一　6章19、20節）

2
ソ
ア
33
号
発
行
に
よ
せ
て
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BS NEWS

　スペイン語は英語よりも多くの人々が
使用している国際言語です。しかも、日
本から遠いこれらの国々も、私たちと全
く別な文化と社会生活をもって暮らし、
彼ら自身の世界がそこにあります。とこ
ろが驚いたことに、日本のマンガ文化が
スペイン語圏の若者の心を捉え、日本語
を学ぶきっかけになっているというので
す。メキシコ聖書協会総主事の娘さんが
大の日本のマンガ・ファンであり、また
ペルー聖書協会では、ペルー人の漫画家

による、日本のアニメタッチのマンガ聖
書が出版されていたことに、さらに驚き
ました。日本聖書協会の「マンガ聖書」
も負けてはおられないと思いました。

渡部  信 日本聖書協会総主事
わたべ   まこと

「メキシコ聖書協会と
ペルー聖書協会を訪れて」

財団法人  日本聖書協会

総主事　渡部　信

　2009年になり、まさに政治も経済も激動の時代を迎えています。
このような時に、日本のプロテスタント諸教派が一致協力して「日
本プロテスタント宣教150周年記念大会」を開催することになった
のは、神様の計り知れない導きであり、たいへん意義深いことだと
思います。キリスト教禁制が解かれる以前から海外の宣教師が来日
し、今日のキリスト教主義学校、教会、社会福祉施設の基礎を築い
てくれたことも感謝をもって覚えたいと思います。
　また日本聖書協会も、1875年から海外の聖書協会の協力により翻
訳活動を始め、1887年には日本語初の旧新約聖書が完成し、日本プ
ロテスタント諸教会と共に歩んでまいりました。このたびは日本聖
書協会も、「日本プロテスタント宣教150周年記念大会」の事務局の
働きを通してプロテスタント諸教会に仕えていきたいと思います。
　一方でカトリック教会においては昨年10月にシノドス（世界代表
司教会議）が開催され、教皇ベネディクト16世より、「信徒がさら
に聖書に親しむように」との声明が出されました。これに伴い、カ
トリック教会と聖書協会世界連盟とで信徒向けの「レクティオ・ディ
ヴィナで味わう主日の福音・Ｂ年」を合同で編集し、2008年の待降
節から52週にわたって読まれる聖書のテキストが世界中のカトリッ
ク教会で使われることとなりました。日本聖書協会でも早速、日本
語に翻訳し出版しましたが、これは画期的なことだと思います。
　2000年の間変わることのない「神様の約束」＝聖書こそ、私たち
の不動の確信の土台だと思います。そして、そこから新しいものが
生まれ出る希望も、また「神様の約束」＝聖書だと思います。どう
ぞこの時を生かして、すべての教派が一致して、私たちが「神の民」
であること、「神の家族」であることを、日本の皆様に証ししてまい
りましょう。主の恵みと祝福をお祈りいたします。

ソア33号発行によせて
会報誌『SOWER』ソア（＝種まく人）33 号をお届けいたします。

ペルー聖書協会
発行のマンガ聖書

メキシコ聖書協会の皆さんと

BS News150 years of Protestant Missions in Japan

特集

1859年、長崎と横浜に最初のプロテスタント宣教師が到着しました。そ
こから数えて、今年2009年はプロテスタント宣教150年を祝う記念すべ
き年です。その歴史を、何人かの宣教師による聖書翻訳の働きを中心に、
二回に分けて振り返ります。

編集部

1  
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
前
史

東
洋
宣
教
の
背
景

　

一
五
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
中
頃
に
か
け
て
、
ス
ペ
イ

ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
い
っ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
国
が
、
勢

力
拡
大
を
目
的
と
し
て
、
世
界
各
地
に
進
出
し
隆
盛
を

誇
っ
た
。

　

一
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
英
国
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
国
が
優
勢
と
な
る
。
特
に
英
国
は
、

一
八
世
紀
以
降
い
ち
早
く
産
業
革
命
を
成
し
遂
げ
、
勢

力
圏
拡
大
の
可
能
性
を
海
外
に
求
め
た
。
そ
う
し
た
中
、

一
九
世
紀
に
は
東
洋
宣
教
の
機
運
が
高
ま
り
、
各
国
で

海
外
宣
教
団
体
が
設
立
さ
れ
、
イ
ン
ド
、
東
南
ア
ジ
ア
、

さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
、
中
国
方
面
へ
と
宣
教
師
た
ち
が

乗
り
出
し
て
い
っ
た
。

聖
書
協
会
設
立
と
漢
訳
聖
書

　

一
八
〇
四
年
、
世
界
最
初
の
聖
書
翻
訳
・
頒
布
を
目

的
と
し
た
組
織
、
英
国
聖
書
協
会
（
Ｂ
Ｆ
Ｂ
Ｓ
）
が
ロ

ン
ド
ン
に
設
立
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
時
代
背
景
と

関
係
が
深
い
。
設
立
間
も
な
い
英
国
聖
書
協
会
で
ま
ず

検
討
さ
れ
た
の
は
中
国
語
（
漢
訳
）
聖
書
の
出
版
で
あ

り
、
モ
リ
ソ
ン
訳
『
新
遺
詔
書
』（
一
八
一
三
年
）
も

そ
の
た
め
刊
行
さ
れ
た
。
漢
訳
聖
書
は
、
モ
リ
ソ
ン
・

ミ
ル
ン
訳
『
神
天
聖
書
』（
二
三
年
）
や
、
ブ
リ
ッ
ジ

マ
ン
・
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
に
よ
る
『
新
約
全
書
』（
六
一

年
）、『
旧
約
全
書
』（
六
三
年
）
な
ど
、
数
種
類
が
刊

プロテスタント宣教
150年の道程
 前編  前史から文語訳聖書完成まで

ペリー横浜上陸の図　横浜開港資料館所蔵

プロテスタント宣教
150年の道程
 前編  前史から文語訳聖書完成まで
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150 years of Protestant Missions in Japan

神奈川・成仏寺の外国
宣 教 師 宿 舎 跡　1959
年に開港100年を記念
して建てられた

ヘボン S.  R. ブラウン

「目で見る宣教100年史」より

ゴーブル
ゴーブル訳

『摩太福音書』

成仏寺に滞在した宣教師と家族たち
中央がヘボン、その左隣がゴーブル、左端の
少女の肩に手をかけているのがブラウン
横浜開港資料館所蔵

使
徒
信
条
、
主
の
祈
り
）
を
六
一
年
に
和
訳
し
、
こ
の

年
、マ
タ
イ
福
音
書
の
翻
訳
に
着
手
し
て
い
る
。
な
お
、

長
崎
で
の
八
年
間
の
宣
教
活
動
を
終
え
一
時
帰
国
し
た

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
明
治
維
新
後
に
再
来
日
し
、
七
四

年
、
築
地
に
現
在
の
立
教
大
学
の
前
身
と
な
る
「
立
教

学
校
」
を
開
校
し
た
。

神
奈
川
成
仏
寺
の
宣
教
師
た
ち

　
　
　
―
― 

ヘ
ボ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ゴ
ー
ブ
ル

　

一
八
五
九
年
一
〇
月
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
ら
に
遅
れ
る
こ

と
五
カ
月
、
米
国
長
老
教
会
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ヘ
ボ
ン
、

一
一
月
に
米
国
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ

ラ
ウ
ン
、
さ
ら
に
翌
六
〇
年
に
は
米
国
バ
プ
テ
ス
ト
教

会
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ゴ
ー
ブ
ル
が
神
奈
川
に
上
陸
し
た
。

ヘ
ボ
ン
は
、
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
を
考
案
し
た
り
、
日

本
初
の
和
英
辞
書
『
和
英
語
林
集
成
』
を
出
版
し
た
こ

と
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
三
人
は
共
に
神
奈
川

の
成
仏
寺
に
住
み
、
最
初
期
の
聖
書
翻
訳
に
取
り
組
ん

だ
。
二
年
あ
ま
り
で
成
仏
寺
か
ら
横
浜
の
居
留
地
に
移

る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
間
、
互
い
に
影
響
し
合
い
、

聖
書
翻
訳
の
励
み
と
な
っ
た
。

3  

日
本
で
最
初
に
出
版
さ
れ
た
聖
書

ヘ
ボ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
訳『
馬
可
伝
』、『
約
翰
伝
』、

『
馬
太
伝
福
音
書
』

　

一
八
六
三
年
、
ヘ
ボ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
り
、
四
福

音
書
お
よ
び
創
世
記
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
一
部
の
翻
訳

が
完
了
し
た
。
ま
た
同
年
、
ヘ
ボ
ン
は
キ
リ
ス
ト
教
教

育
を
目
指
し
て
横
浜
に
ヘ
ボ
ン
塾
を
開
校
、
の
ち
に
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
各
派
学
校
と
統
合
し
て
設
立
し
た
明
治

学
院
の
初
代
総
理
に
も
就
任
し
て
い
る
。

　

一
八
六
七
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
宅
の
失
火
に
よ
り
大
半
の

翻
訳
原
稿
を
失
う
も
、
七
二
年
に
『
馬マ

可ル
コ

伝
』、『
約ヨ

翰ハ
ネ

伝
』、
翌
年
、『
馬マ

太タ
イ

伝
』
を
出
版
し
て
い
る
。
奥
野
昌

綱
が
文
章
を
推
敲
し
、
版
木
を
稲
葉
治
兵
衛
が
作
成
し

た
。
な
お
、
こ
の
ヨ
ハ
ネ
写
本
な
ど
を
所
持
し
て
い
た

こ
と
に
よ
り
、
一
八
七
一
年
に
神
戸
で
逮
捕
さ
れ
、
翌

年
獄
死
し
た
市
川
栄
之
助
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
最
初

の
殉
教
者
と
さ
れ
て
い
る
。

最
初
に
出
版
さ
れ
た
ゴ
ー
ブ
ル
訳
『
摩
太
福
音
書
』

　

成
仏
寺
に
滞
在
し
た
三
人
の
う
ち
、
ゴ
ー
ブ
ル
は
す

で
に
一
八
五
三
年
、
ペ
リ
ー
の
日
本
遠
征
に
志
願
し
水

兵
と
し
て
日
本
に
上
陸
し
て
い
た
。
途
中
寄
港
し
た
那

覇
で
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
と
親
交
を
持
っ
た
こ
と
で
聖
書

翻
訳
の
志
を
固
め
、
い
っ
た
ん
帰
国
し
て
神
学
を
修
め

た
の
ち
、
一
八
六
〇
年
に
再
来
日
し
た
の
で
あ
る
。
実

際
に
日
本
で
出
版
さ
れ
た
聖
書
と
し
て
は
、
ゴ
ー
ブ
ル

の
『
摩マ

太タ
イ

福
音
書
』（
七
一
年
）
が
最
も
古
い
。
彼
は

極
貧
の
中
に
あ
り
つ
つ
も
出
版
費
用
を
自
ら
ま
か
な
っ

て
い
る
。
版
木
刷
り
の
こ
の
聖
書
の
特
徴
は
、
口
語
に

近
い
平
仮
名
分
か
ち
書
き
で
あ
り
、
民
衆
へ
の
宣
教
を

目
指
し
た
彼
の
使
命
感
を
し
の
ば
せ
る
。
し
か
し
、
い

特集

行
さ
れ
て
い
る
。

　

漢
訳
聖
書
は
日
本
に
お
い
て
も
漢
語
を
解
す
る
明
治

期
の
知
識
人
た
ち
に
広
く
読
ま
れ
、
の
ち
の
文
語
訳
聖
書

（
明
治
訳
）
の
参
考
に
も
さ
れ
た
。

　

や
が
て
日
本
で
も
、一八
七
五
（
明
治
八
）
年
の
ス
コッ

ト
ラ
ン
ド
聖
書
協
会
、
翌
年
の
米
国
、
英
国
の
三
聖
書
協

会
の
支
社
設
置
に
よ
り
、
日
本
で
の
聖
書
協
会
の
働
き
が

開
始
さ
れ
て
い
る
。

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
と
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

　

一
九
世
紀
、
特
に
日
本
宣
教
の
熱
意
を
持
っ
て
聖
書

翻
訳
史
に
名
を
刻
ん
だ
二
人
の
人
物
が
い
る
。
一
人
は

ド
イ
ツ
人
カ
ー
ル
・
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
。
彼
は
オ
ラ
ン
ダ
宣
教

会
派
遣
の
宣
教
師
で
あ
り
、
日
本
人
漂
流
民
の
協
力
を

得
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
初
め
て
の
和
訳
聖
書

『
約ヨ

翰ハ
ネ

福
音
之
伝
』
を
マ
カ
オ
で
翻
訳
し
、
一
八
三
七
年

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
出
版
し
た
。
こ
の
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
訳

は
、
現
存
す
る
最
古
の
和
訳
聖
書
で
あ
る
。

　

も
う
一
人
は
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
。
彼

は
ユ
ダ
ヤ
系
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
で
あ
り
、
英
国
海
軍
琉

球
伝
道
会
よ
り
派
遣
さ
れ
、
一
八
四
六
年
五
月
一
日
、

那
覇
に
上
陸
し
た
。
当
時
の
琉
球
は
薩
摩
藩
の
支
配
を

受
け
て
お
り
鎖
国
下
に
あ
っ
た
。
彼
は
厳
し
い
監
視
と

迫
害
に
遭
い
な
が
ら
も
八
年
間
滞
在
し
、
琉
球
語
訳
の

『
路ル

加カ

伝
福
音
書
』、『
約ヨ

翰ハ
ネ

伝
福
音
書
』、『
聖
差
（
使
徒
）

言
行
伝
』、『
保
羅
寄
羅
馬
人
書
』
を
五
五
年
に
、
漢
和

対
訳
『
路
加
伝
福
音
書
』
を
五
八
年
と
、
ま
と
ま
っ
た

ベッテルハイム

C.ウイリアムズフルベッキ

ギュツラフ

東街道金川駅略図（部分）中央の成仏寺には「亜  ヘイボン  ブラォン」
「亜  ゴーブル  宇之助」とある　横浜開港資料館所蔵

巻
数
を
訳
了
し
、
香
港
で
刊
行
し
て
い
る
。

　

幕
末
か
ら
明
治
期
の
宣
教
師
た
ち
の
先
触
れ
と
し
て

彼
ら
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

2  

開
国
初
期
の
宣
教
師
た
ち

開
国
へ
の
経
緯
　

　

一
八
五
三
年
、
米
国
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
マ

シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
率
い
る
軍
艦
四
隻
が
浦
賀
に
来
航
、

江
戸
幕
府
に
開
国
を
迫
る
。
絶
対
的
な
武
力
を
前
に
、

幕
府
は
し
ぶ
し
ぶ
日
米
和
親
条
約（
五
四
年
）を
締
結
す

る
。
さ
ら
に
日
本
と
の
本
格
的
な
交
易
を
望
む
米
国
は
、

総
領
事
と
し
て
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
ハ
リ
ス
を
交
渉
に
あ

た
ら
せ
た
。ハ
リ
ス
は
五
七
年
に
欧
米
人
と
し
て
は
初

め
て
将
軍
に
謁
見
、
翌
五
八
年
に
日
米
修
好
通
商
条
約

が
締
結
さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
二
百
年
に
わ
た
る
鎖
国

が
解
か
れ
る
。次
い
で
五
九
年
以
降
、条
約
に
よ
り
五
港

（
横
浜
、
函
館
、
長
崎
、
新
潟
、
神
戸
）が
開
か
れ
た
。

長
崎
に
上
陸
し
た
宣
教
師
た
ち

―
― 

リ
ギ
ン
ズ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
フ
ル
ベ
ッ
キ

　

一
八
五
九
年
、
開
国
と
同
時
に
続
々
と
宣
教
師
が
来

日
す
る
。
先
行
し
た
の
は
、
五
月
に
長
崎
へ
や
っ
て
来

た
米
国
監
督
教
会
（
聖
公
会
）
の
ジ
ョ
ン
・
リ
ギ
ン
ズ
、

チ
ャ
ニ
ン
グ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
、
同
年
一
一
月
に
米
国

オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の
グ
イ
ド
・
フ
ル
ベ
ッ
キ
も
上

陸
し
て
い
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
「
三
要
文
」（
十
戒
、

プロテスタント宣教 150 年の道程（前編）
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禁
制
高
札
の
撤
廃

　

江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
は
、
密
告
、
嫌

疑
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
る
な
ど
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
迫

害
は
続
い
て
い
た
。
一
八
六
七
年
よ
り
浦
上
四
番
崩

れ
と
い
わ
れ
る
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
が
長
崎
に
起
こ

り
、
三
三
九
四
名
が
流
罪
に
な
っ
た
。
六
七
年
の
大
政

奉
還
、
翌
年
の
明
治
維
新
に
よ
り
、
江
戸
か
ら
明
治
へ

と
時
代
が
移
る
が
、
依
然
、
政
府
は
キ
リ
ス
ト
教
を
弾

圧
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
各
国
公
使
は
度
重
な
る
抗
議
を

行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
頃
、
岩
倉
具
視
使
節
団
の
欧
米
訪
問
（
一八
七一

～
七
三
）
が
行
わ
れ
、
こ
の
機
会
を
経
て
、
不
平
等
条

約
の
改
正
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
現
状
が
省
み
ら
れ
、

七
三
年
二
月
に
よ
う
や
く
切
支
丹
禁
制
高
札
は
撤
去
さ

れ
た
。
秀
吉
の
禁
教
以
来
、
信
仰
の
自
由
を
取
り
戻
す

ま
で
実
に
二
八
六
年
も
の
歳
月
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。

5  

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
共
同
翻
訳
へ

ネ
イ
サ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
『
志
無
也
久
世
無
志
与
』

　

ネ
イ
サ
ン･

ブ
ラ
ウ
ン
は
、
ゴ
ー
ブ
ル
と
同
じ
く
米
国

バ
プ
テ
ス
ト
教
会
の
宣
教
師
で
、長
年
、イ
ン
ド
・
ア
ッ

サ
ム
地
方
の
宣
教
に
あ
た
っ
た
の
ち
、
一
八
七
三
年
に
六
五

歳
で
来
日
し
た
。
当
初
は
聖
書
翻
訳
委
員
社
中
に
も
参

加
、
協
力
す
る
が
、
の
ち
に
訳
語
の
問
題
で
委
員
会

を
脱
退
し
て
、
独
自
に
翻
訳
作
業
を
進
め
た
。
委
員

社
中
訳
よ
り
一
年
先
行
し
て
『
志し

ん

ゃ

く

ぜ

ん

し

よ

無
也
久
世
無
志
与
』

を
七
九
年
に
刊
行
す
る
。
こ
れ
が
日
本
で
最
初
に
出

版
さ
れ
た
新
約
聖
書
と
な
っ
た
。
こ
の
聖
書
は
、
ギ

リ
シ
ア
語
原
典
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
、
ゴ
ー
ブ
ル
を

継
承
す
る
よ
う
に
本
文
を
平
仮
名
─
草
が
な
連
続
体

と
し
て
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

「
文
語
訳
聖
書
」
の
完
成

　

高
札
撤
廃
前
年
の
一
八
七
二
年
九
月
二
〇
日
、
日
本

に
お
け
る
在
日
各
宣
教
団
体
合
同
の
第
一
回
宣
教
師
会

議
が
横
浜
居
留
地
の
ヘ
ボ
ン
宅
に
て
開
か
れ
た
。
こ
の

会
議
で
は
、
新
約
聖
書
の
共
同
翻
訳
を
行
う
こ
と
、
教

派
に
よ
ら
な
い
公
会
主
義
を
と
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
上
画
期
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
、
聖
書
翻
訳
委
員

社
中
が
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
を
委
員
長
と
し
て
発
足
す

る
。
新
約
は
順
次
分
冊
で
刊
行
さ
れ
、
八
〇
年
に
『
新

約
全
書
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ヘ
ボ
ン
を
委
員

長
と
す
る
聖
書
翻
訳
出
版
常
置
委
員
会
が
新
た
に
組
織

さ
れ
、『
旧
約
全
書
』
が
完
成
。
八
七
年
、
そ
の
後
長

き
に
わ
た
っ
て
読
み
継
が
れ
る
文
語
訳
聖
書
が
よ
う
や

く
全
巻
完
成
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。（
以
下
次
号
）

よ
り
暗
殺
さ
れ
た
の
は
一
八
六
一
年
の
こ
と
で
、
翌

六
二
年
に
は
、
薩
摩
藩
の
大
名
行
列
を
横
切
っ
た
英
国

人
一
行
が
、
神
奈
川
近
く
の
生
麦
で
殺
傷
さ
れ
る
事
件

も
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
処
理
を
め
ぐ
り
、
薩
英
戦
争

（
六
三
年
）
が
勃
発
す
る
。
医
者
で
あ
っ
た
ヘ
ボ
ン
は
、

負
傷
者
が
運
び
込
ま
れ
た
ア
メ
リ
カ
領
事
館（
本
覚
寺
）

に
駆
け
つ
け
、
治
療
に
あ
た
っ
て
い
る
。
な
お
、
ヘ
ボ

ン
自
身
命
を
狙
わ
れ
、
妻
ク
ラ
ラ
も
暴
漢
に
襲
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
殺
伐
と
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、
危
険

を
顧
み
ず
日
本
宣
教
に
奉
仕
し
た
ヘ
ボ
ン
を
は
じ
め
と

す
る
宣
教
師
た
ち
の
覚
悟
を
思
わ
さ
れ
る
。

日
本
で
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

　

な
お
、
宣
教
師
た
ち
は
み
な
、
一
八
六
三
年
に
神
奈

川
か
ら
横
浜
の
居
留
地
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
の
二
年
前

に
来
日
し
た
米
国
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の
ジ
ェ
ー
ム

ス
・
バ
ラ
は
住
居
で
英
語
を
教
え
る
な
ど
し
た
が
、
の

ち
に
小
さ
な
石
造
り
の
会
堂
を
建
て
（
六
八
年
）、
そ

れ
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
第
一
号
、
日
本
基
督
公
会

（
七
二
年
三
月
）
と
な
り
、
現
在
の
横
浜
海
岸
教
会
と

な
っ
た
。
禁
教
下
に
あ
っ
た
が
、
設
立
し
た
そ
の
日
、

九
名
の
日
本
人
が
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。

　

ま
た
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
一
八
七
三
年
に
山
手
二
一
一
番

の
自
宅
に
最
初
の
神
学
教
育
機
関
と
な
る
ブ
ラ
ウ
ン
塾

を
開
い
た
。
前
出
の
ヘ
ボ
ン
塾
、
公
会
と
と
も
に
、
こ

の
頃
の
長
老
派
、
改
革
派
の
宣
教
師
た
ち
の
活
動
が
横

浜
バ
ン
ド
と
称
さ
れ
る
。

プロテスタント宣教 150 年の道程（前編）特集

かつての日本基督公会の場所
に建つ横浜海岸教会

ヘボンの医者としての素顔
　宣教師たちの多くは実学にも長けていた。とりわ
けヘボンは優れた医者であり、成仏寺に滞在していた
1861年4月頃、近くの宗興寺を借りて施療所を開いた。
当時の民衆は貧しく、衛生状態が悪かったため、肺結核、眼病といっ
た病気が珍しくなかった。施療所は同年9月、ヘボンの安全を理由に幕
府から閉鎖命令が出される。民衆への感化を嫌ったのであろう。ヘボ
ンはわずか5カ月の間に延べ3,500人もの患者を診察し、人々から大い
に感謝された。しかも治療費を一切受け取らなかったという。
　また、ある時、定治郎という使用人が、雇い始めてわずか2週間で「暇
をくれ」という。「なぜか」と問うと、自分は某藩の武士で、夷人の内
情を探り、隙あらば斬ってやろうとして入り込んだが、ヘボンが親切
で仁義道徳の人であることが分かり、自分の誤りに気づいたからだと
いう。これは本国の宣教会本部に宛て送った手紙に報告されている。
いずれも、ヘボンの高潔な人柄を表すエピソードである。

ネイサン・ブラウン

『志無也久世無志与』

文語訳『旧新約全書』

関係略年表

ザビエル鹿児島渡来

室町幕府滅亡

少年遣欧使節長崎出帆
本能寺の変

秀吉伴天連追放令

長崎26聖人殉教

関ヶ原の戦

島原の乱

第5次鎖国令

英国聖書協会（BFBS）
設立／天草崩れ

モリソン『新遺詔書』刊

モリソン・ミルン『神
天聖書』刊

ギュツラフ訳『約翰福
音之伝』刊
モリソン号事件

アヘン戦争

ベッテルハイム那覇上陸

ペリー浦賀来航

日米和親条約締結

ベッテルハイム琉球語訳
『路加伝福音書』『約翰伝
福音書』『聖差言行伝』『保
羅寄羅馬人書』刊

ハリス下田上陸

日米修好通商条約締結
安政の大獄

横浜、函館、長崎、開
港／リギンズ、ウィリ
ア ム ズ、 フ ル ベ ッ キ、
ヘボン、S. R.ブラウン、
シモンズ来日　

桜田門外の変　
ゴーブル来日

ブリッジマン・カルバー
トソン『新約全書』刊
正教会ニコライ来日

生麦事件／横浜天主堂
建立／ヘボン開塾

ブリッジマン･カルバー
トソン『旧約全書』刊
薩英戦争

大浦天主堂建立

浦上4番崩れ／大政奉還

明治維新

岩倉使節団欧米視察へ
ゴーブル訳『摩太福音
書』刊

第1回宣教師会議　ヘボ
ン・ブラウン訳『馬可伝』

『約翰伝』刊　
日本基督公会設立

岩倉使節団帰国／切支
丹禁制高札撤去／ヘボ
ン・ブラウン訳『馬太伝』
刊／ S. R.ブラウン開塾
N.ブラウン来日

築地に立教学校設立

北英国聖書会社設立

米国聖書会社、大英国
聖書会社設立

N.ブラウン訳『志無也
久世無志与』刊

翻訳委員社中訳『新約
全書』完成／ S. R.ブラ
ウン永眠

聖書翻訳出版常置委員
会『旧約全書』完成（文
語訳全巻完成）

バチェラー、アイヌ語
訳『新約全書』刊

1549

1573

1582

1587

1597

1600

1637

1639

1804

1813

1823

1837

1840

1846

1853

1854

1855

1856

1858

1859

1860

1861

1862

1863

1865

1867

1868

1871

1872

1873

1874

1875

1876

1879

1880

1887

1897

1862年横浜居留地に建てられた初のカトリック教会
横浜天主堂の浮世絵　横浜開港資料館所蔵

横浜居留地のヘボン邸　横浜開港資料館所蔵

室
町
時
代

江
戸
時
代

明
治
時
代

安
土
･
桃
山
時
代

ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
下
に
あ
っ
た
の
で
、
聖
書
を
渡

し
て
も
、
み
な
官
憲
に
没
収
さ
れ
て
し
ま
い
、
日
本
人

キ
リ
ス
ト
者
を
生
み
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

4  

切
支
丹
禁
制
か
ら

　
　 

　
　
　
キ
リ
ス
ト
教
解
禁
へ

生
麦
事
件
と
ヘ
ボ
ン

　

幕
末
の
日
本
で
は
開
国
反
対
の
空
気
が
社
会
一
般
に

く
す
ぶ
っ
て
お
り
、
宣
教
師
も
含
め
て
外
国
人
は
命
の

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
っ
た
。
ハ
リ
ス
の
秘
書
兼
通

訳
で
あ
っ
た
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
が
攘
夷
派
の
薩
摩
藩
士
に
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現実の中で
信仰を生きる

 澤田豊成
聖パウロ修道会司祭

　

フ
ィ
レ
モ
ン
へ
の
手
紙
は
、
何
ら
か
の
理
由
で

フ
ィ
レ
モ
ン
の
も
と
か
ら
パ
ウ
ロ
の
も
と
へ
た
ど
り

着
い
た
オ
ネ
シ
モ
を
、
フ
ィ
レ
モ
ン
の
も
と
へ
送
り

返
す
に
あ
た
っ
て
、
パ
ウ
ロ
が
記
し
た
手
紙
で
あ
る
。

パ
ウ
ロ
は
、
フ
ィ
レ
モ
ン
と
の
信
仰
に
よ
る
深
い
き

ず
な
を
強
調
す
る
。「
わ
た
し
」
と
い
う
一
人
称
単

数
（
パ
ウ
ロ
）
と
、「
あ
な
た
」
と
い
う
二
人
称
単

数
（
フ
ィ
レ
モ
ン
）
の
代
名
詞
が
多
用
さ
れ
、
こ
れ

ら
が
「
兄
弟
」「
仲
間
」「
愛
」「
喜
び
」「
慰
め
」
な

ど
と
い
っ
た
用
語
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
典
型

的
な
表
現
は
、「
あ
な
た
の
内
臓
」（
七
節
）、「
わ
た

し
の
内
臓
」（
一
二
節
、
二
〇
節
）
で
あ
ろ
う
。
新
共
同

訳
で
「
あ
な
た
の
愛
」「
わ
た
し
の
心
」
と
訳
さ
れ

て
い
る
こ
の
表
現
は
、動
詞
化
さ
れ
る
と
、通
常
、「
あ

わ
れ
に
思
う
」
と
訳
さ
れ
る
表
現
に
な
る
。
対
象
を

も
は
や
自
分
の
外
に
あ
る
者
と
し
て
で
は
な
く
、
自

分
の
内
部
、
し
か
も
自
分
を
生
か
す
臓
器
と
し
て
と

ら
え
た
と
き
に
生
じ
る
関
係
や
生
き
方
を
表
し
て
い

る
。
パ
ウ
ロ
は
こ
れ
ら
の
表
現
を
オ
ネ
シ
モ
に
あ
て

は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ネ
シ
モ
も
パ
ウ
ロ
や

フ
ィ
レ
モ
ン
と
同
じ
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
新
し

い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
身
に
つ
け
た
こ
と
（「
も

は
や
…
…
奴
隷
以
上
の
者
、
つ
ま
り
愛
す
る
兄
弟
」

一
六
節
）、
そ
の
結
果
と
し
て
フ
ィ
レ
モ
ン
と
オ
ネ

シ
モ
の
関
係
も
新
し
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
理
解

さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　

結
局
、
パ
ウ
ロ
は
具
体
的
な
命
令
を
書
き
記
し
て

は
い
な
い
。
キ
リ
ス
ト
者
の
生
き
方
、
そ
れ
は
命
じ

ら
れ
た
お
き
て
を
果
た
せ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。
キ
リ
ス
ト
者
は
、
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
生
き
方
に
向
け
て
絶
え
ず
駆
り
立
て
ら
れ
て

い
く
。
だ
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
の
意
味

を
生
き
生
き
と
思
い
起
こ
さ
せ
る
だ
け
で
十
分
な
の

で
あ
る
。「（
あ
な
た
は
）
わ
た
し
が
言
う
以
上
の
こ

と
さ
え
も
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」（
二
一
節
）。

　

二
テ
サ
ロ
ニ
ケ
書
が
あ
て
ら
れ
た
共
同
体
は
、
苦

難
と
迫
害
の
中
を
生
き
て
い
る
。
そ
れ
も
、
偶
発
的

な
抑
圧
で
は
な
く
、
組
織
的
で
継
続
的
な
迫
害
で
あ

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
終
わ
り
の
日
に
、「
あ
な

た
が
た
を
苦
し
め
て
い
る
者
」
が
「
苦
し
み
を
も
っ

て
報
い
（
ら
れ
る
）」、「
刑
罰
を
受
け
る
」（
一
・
六
─

九
参
照
）
と
い
う
視
点
は
、
厳
し
い
迫
害
の
中
で
希

望
を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
難
し
い
共
同
体
に
向
け
た

励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
典
型
で
あ
る
。
し
か
し
、

キ
リ
ス
ト
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
本
来
、「
敵
を
愛
し
、

迫
害
す
る
者
の
た
め
に
祈
る
」（
マ
タ
五
・
四
四
、
ま
た

ロ
マ
一
二
・
一
四
参
照
）
こ
と
で
あ
り
、
二
テ
サ
ロ
ニ

ケ
書
の
視
点
は
特
殊
な
状
況
を
前
提
に
し
て
い
る
こ

聖書セミナー 

さわだ　とよなり

11

希
望
と
忍
耐
を
も
っ
て
信
仰
を
生
き
る

　
　
─
─
テ
サ
ロ
ニ
ケ
の
信
徒
へ
の
手
紙 

二

愛
の
う
ち
に
信
仰
を
生
き
る

　
　
　
　
　
─
─
フ
ィ
レ
モ
ン
へ
の
手
紙

と
を
思
い
起
こ
し
て
お
き
た
い
。

　

本
書
で
は
、「
主
の
日
は
既
に
来
て
し
ま
っ
た
か

の
よ
う
に
言
う
者
」（
二
・
二
）
に
よ
っ
て
教
会
が
動

揺
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
本
書
は
、
終
末
に
至
る
ま
で

の
順
序
を
描
く
。
著
者
の
意
図
は
、
こ
の
よ
う
な
描

写
を
と
お
し
て
、
キ
リ
ス
ト
者
が
「
す
ぐ
に
動
揺
し

て
分
別
を
無
く
し
た
り
、
慌
て
ふ
た
め
い
た
り
し
な

い
で
」（
二
・
二
）、「
し
っ
か
り
立
っ
て
、
…
…
教
え

を
固
く
守
り
続
け
」（
二
・
一
五
）
る
よ
う
励
ま
す
こ

と
に
あ
る
。

　

三
章
六
節
以
降
に
述
べ
ら
れ
る
、
怠
惰
な
生
活
を

し
て
働
か
な
い
人
々
へ
の
警
告
は
、
唐
突
な
印
象
を

与
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
人
が
前
述
の
「
主
の

日
は
既
に
来
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
言
う
者
」
と

同
じ
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
、
彼
ら
は
、
す
で
に
救

い
が
完
成
し
た
の
だ
か
ら
苦
労
し
て
働
く
必
要
な
ど

な
い
と
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

一
般
論
と
し
て
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
周
囲
の
状
況
に
揺
れ
て
し
ま
い
、

本
来
な
す
べ
き
働
き
に
専
念
し
な
い
生
き
方
を
批
判

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
著
者
の
勧
め
は

「
落
ち
着
い
て
」
仕
事
を
し
な
さ
い
と
い
う
も
の
で

あ
る
（
三
・
一
二
）。
本
書
は
、
迫
害
の
よ
う
な
厳
し

い
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
希
望
と

堅
忍
を
も
っ
て
固
く
立
ち
、
落
ち
着
い
て
神
に
か

な
っ
た
生
活
を
続
け
る
こ
と
を
、
具
体
的
な
問
題
を

取
り
上
げ
な
が
ら
主
張
し
て
い
る
。

　

ヤ
コ
ブ
の
手
紙
は
、
パ
ウ
ロ
と
の
対
比
で
、
信
仰

よ
り
も
行
い
を
重
視
し
て
い
る
と
見
ら
れ
が
ち
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
二
章
一
四
─
二
六
節
で
は
、
パ
ウ

ロ
の
信
仰
義
認
の
考
え
方
（
あ
る
い
は
、
そ
の
行
き

過
ぎ
た
適
用
）
へ
の
批
判
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、

そ
こ
で
も
対
比
さ
れ
て
い
る
の
は
、
信
仰
と
行
い
で

は
な
く
、
行
い
を
伴
う
信
仰
と
行
い
を
伴
わ
な
い
信

仰
で
あ
っ
て
、
信
仰
は
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
し

て
、
ほ
か
の
箇
所
で
は
、
信
仰
は
非
常
に
肯
定
的
に

と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
ヤ
コ
ブ
書
は
、
揺
る
ぎ
な
い

知
恵
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て（
一
・
五
、

一
七
、
三
・
一
七
な
ど
）、
逆
に
上
か
ら
出
た
も
の
で
は

な
い
地
上
の
知
恵
が
混
乱
や
悪
い
行
い
を
生
み
出
す

こ
と
（
三
・
一
五
─
一
六
）
を
知
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

信
仰
を
も
っ
て
神
に
願
い
求
め
（
一
・
六
）、
ま
ず
神

の
言
葉
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
・
一
九
─
二

一
）。
し
か
し
ヤ
コ
ブ
書
は
、次
の
段
階
と
し
て
、い
っ

た
ん
受
容
さ
れ
た
神
か
ら
の
知
恵
、
言
葉
、
信
仰
が

行
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
題
に
す
る

の
で
あ
る
。
信
仰
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
。
し
か
し
、

そ
の
信
仰
が
神
か
ら
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
必
ず
行
い

に
結
び
つ
く
一
貫
し
た
も
の
。
だ
か
ら
、
行
い
が
伴

わ
な
け
れ
ば
、
結
局
は
、
信
じ
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
神
か
ら
人
間
の
内
面

へ
、
そ
し
て
そ
れ
が
外
的
行
い
へ
と
矛
盾
す
る
こ
と

な
く
一
貫
し
て
流
れ
て
い
る
こ
と
の
大
切
さ
。
こ
れ

が
ヤ
コ
ブ
の
手
紙
の
中
心
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。

パ
ウ
ロ
と
の
関
係
を
ど
う
理
解
す
る
に
せ
よ
、
ヤ
コ

ブ
書
の
批
判
的
意
図
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
ヤ
コ
ブ
書

全
体
の
中
で
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
と
ら
え
な
お
し
て

い
く
努
力
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

Live in faith in reality / Toyonari Sawada

信
仰
の
一
貫
性
─
─
ヤ
コ
ブ
の
手
紙

※
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
開
か
れ
た

　「
第
一
九
回
秋
の
聖
書
セ
ミ
ナ
ー
」
の
講
義
内
容
を
も
と
に
、
全

　
体
の
ま
と
め
と
し
て
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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人
生
に
大
き
な
転
機
の
与
え
ら
れ
た
長
谷
川

は
、
そ
れ
以
来
、「
聖
書
を
真
剣
に
学
び
、
聖
書
に

生
き
る
も
の
」
に
な
っ
た
と
い
う
（「
私
の
転
機
」、『
朝

日
新
聞
』
一
九
八
〇
年
九
月
三
日
）。
そ
れ
以
後
、
長
谷

川
は
愛
用
の
聖
書
を
何
冊
も
手
に
し
た
に
ち
が
い

な
い
。
そ
の
な
か
で
も
、
長
谷
川
の
聖
書
の
読
み

が
徹
底
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
の
わ
か
る
聖
書

が
、
聖
隷
の
資
料
館
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
長
谷
川

は
、
十
分
な
書
き
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
広
縁
聖

書
を
買
い
求
め
て
い
た
。
遣
さ
れ
た
聖
書
に
は
、

そ
の
広
い
余
白
が
狭
く
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
ぎ
っ

し
り
と
原
典
ギ
リ
シ
ア
語
の
文
字
や
意
味
が
書
き

込
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
表
紙
な
ど
が
取
れ
て
な

く
な
っ
て
い
る
聖
書
で
あ
る
が
、
口
語
訳
の
『
広

縁
新
約
聖
書
・
詩
篇
』
で
あ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
長
谷
川
の
好
ん
だ
聖
句
は
、「
主
は
、

わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
い
の
ち
を
捨
て
て
下
さ
っ

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
は
愛
と
い
う

こ
と
を
知
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
わ
た
し
た
ち
も

ま
た
、
兄
弟
の
た
め
に
い
の
ち
を
捨
て
る
べ
き
で

あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
の
第
一
の
手
紙
三
章
一
六
節
、
口
語
訳
）

で
あ
っ
た
（
長
谷
川
保
『
老
い
と
死
を
み
と
る
』、柏
樹
社
、

一
九
八
二
年
）。

の
ホ
ス
ピ
ス
が
設
け
ら
れ
た
。

　

話
を
も
と
に
戻
す
と
、
上
京
し
て
学
ん
だ
日
本

力
行
会
は
、
キ
リ
ス
ト
信
徒
の
島
貫
兵
太
夫
が
始

め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
力
行
教
会
が
あ
っ

た
が
、
日
曜
の
礼
拝
は
朝
の
九
時
半
に
は
終
わ
り
、

そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
町
に
出
か
け
て
別
の
説
教

を
聞
い
た
。
長
谷
川
は
、
神
田
の
救
世
軍
本
営
で

山
室
軍
平
、
大
手
町
の
大
日
本
私
立
衛
生
会
講
堂

で
内
村
鑑
三
の
話
を
よ
く
聞
い
た
。
そ
の
う
ち
、

内
村
鑑
三
の
聖
書
研
究
会
の
み
に
出
席
す
る
よ
う

に
な
る
。
ロ
マ
書
の
連
続
講
義
が
あ
っ
た
時
分
と

さ
れ
る
か
ら
、
一
九
二
一
年
か
ら
二
二
年
に
か
け

て
の
頃
で
あ
る
。

　

あ
る
と
き
、
郷
里
の
大
伯
父
が
危
篤
に
な
っ
た

と
の
知
ら
せ
に
接
し
、
急
遽
、
浜
松
に
帰
る
こ
と

に
な
る
。
大
伯
父
は
幼
い
母
を
育
て
た
恩
人
で
あ

る
。
聖
書
と
讃
美
歌
の
ほ
か
、
大
伯
父
の
た
め
に

内
村
鑑
三
の
著
書
『
復
活
と
来
世
』
を
入
手
、
こ

れ
ら
を
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
て
、
徒
歩
で
浜

松
に
向
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
ど
り
つ
い
た
と

き
に
は
、
す
で
に
大
伯
父
は
世
を
去
っ
て
し
ま
っ

て
い
た
。

　

大
伯
父
の
た
め
に
購
入
し
て
き
た
『
復
活
と
来

世
』
を
代
わ
っ
て
自
分
が
読
み
は
じ
め
る
。
こ
の

な
か
で
内
村
が
「
エ
ッ
ク
と
ア
ポ
ー
」
と
題
し
た
文

章
に
出
会
い
、
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
は

十
字
架
に
つ
け
ら
れ
る
前
夜
、「
父
よ
、
こ
の
時
よ

り
我
を
救
ひ
給
へ
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
一
二
章
二
七
節
、文
語
訳
）

と
祈
る
。
内
村
は
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
ギ

リ
シ
ア
語
の
「
エ
ッ
ク
」
は
、
同
じ
「
か
ら
」
と
い

う
意
味
で
も
「
ア
ポ
ー
」
と
異
な
り
、
た
だ
の
苦
難

か
ら
免
れ
る
と
い
う
意
味
で
な
く
、
い
っ
た
ん
苦

難
の
な
か
に
入
り
、
そ
の
な
か
か
ら
救
い
出
す
と

い
う
意
味
で
あ
る
の
で
、
キ
リ
ス
ト
は
単
に
死
か

ら
逃
れ
る
こ
と
を
祈
っ
た
の
で
な
く
、
死
に
付
さ

れ
て
の
ち
の
復
活
を
祈
っ
た
の
だ
と
説
く
。
こ
こ

に
至
り
、
長
谷
川
は
突
然
、
人
間
は
死
に
よ
っ
て

す
べ
て
終
わ
る
の
で
な
く
、
死
を
突
き
破
る
生
命

を
授
か
っ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
覚
る
。

　

浜
松
の
三
方
原
と
い
う
と
、
古
く
は
武
田
信
玄

と
徳
川
家
康
の
古
戦
場
と
し
て
名
高
い
。
近
代
に

入
る
と
、
日
本
陸
軍
の
飛
行
隊
が
置
か
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
今
や
聖
隷
福
祉
事
業
団
の
一
大
福
祉
タ
ウ

ン
と
化
し
て
い
る
。
聖
隷
三
方
原
病
院
を
中
心
に
、

浜
名
湖
エ
デ
ン
の
園
、
浜
松
ゆ
う
ゆ
う
の
里
、
聖

隷
厚
生
園
、
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
な
ど
が

建
ち
並
ん
で
い
る
。
往
時
と
く
ら
べ
る
と
、
ま
さ

に「
剣
を
う
ち
か
へ
て
鋤
と
な
し
」た
光
景
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
長
谷
川
保
の
長
い
年
月
を
か
け
た
労

苦
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
、
浜

松
に
生
ま
れ
た
長
谷
川
保
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
行
き
を

志
し
上
京
、
日
本
力
行
会
の
海
外
学
校
で
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
業
を
学
ぶ
。
浜
松
に
戻
っ
た
長
谷
川
は
、

二
六
（
大
正
一
五
）
年
、
大
野
篁
二
と
と
も
に
聖

隷
社
洗
濯
部
を
創
設
し
た
。
聖
隷
の
名
は
、
聖
書

の
ヨ
ハ
ネ
伝
一
三
章
一
四
節
に
記
さ
れ
て
い
る
キ

リ
ス
ト
の
言
葉
「
な
ん
ぢ
ら
の
足
を
洗
ひ
た
れ
ば
、

汝
ら
も
互
に
足
を
洗
ふ
べ
き
な
り
」（
文
語
訳
）
に

よ
っ
た
。
洗
濯
部
の
上
に
聖
隷
社
を
冠
し
た
わ
け

は
、
洗
濯
業
の
利
益
で
も
っ
て
社
会
事
業
を
す
る

た
め
だ
っ
た
。

　

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
、
結
核
を
病
み
療
養

先
を
次
々
追
わ
れ
て
い
た
一
人
の
青
年
を
小
屋
に

ひ
き
と
っ
た
。
や
が
て
別
の
地
に
や
は
り
小
屋
を

建
て
て
ベ
テ
ル
・
ホ
ー
ム
（
主
の
家
）
と
名
づ
け
た
。

こ
こ
で
も
結
核
を
嫌
う
住
民
の
反
対
に
出
会
う
。

よ
う
や
く
三
方
原
に
県
有
林
の
払
い
下
げ
を
受
け
、

三
七
（
昭
和
一
二
）
年
、
そ
こ
に
移
っ
て
聖
隷
保

養
農
園
を
名
乗
っ
た
。
戦
後
、
み
ず
か
ら
社
会
党

の
衆
議
院
議
員
と
な
り
、
日
本
の
社
会
福
祉
事
業

の
推
進
に
尽
力
す
る
。
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
、

聖
隷
三
方
原
総
合
病
院
が
認
可
さ
れ
、
八
二
年
に

は
、
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
と
な
ら
ぶ
日
本
最
初

福
祉
タ
ウ
ン
を
築
い
た

長
谷
川
保
と
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き  

の
り
ひ
さ

人物と聖書

エ
ッ
ク
と
ア
ポ
ー

Human and the Bible “Tamotsu Hasegawa and the Bible” / Norihisa Suzuki 

愛
用
し
た
広
縁
聖
書

聖
隷
福
祉
事
業
団

内村鑑三著『復活と来世』

愛用の聖書と書き込み

自
伝
的
著
書
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Essay “Thinking about the past and the present of Japan mission” / Tadashi Tonsyo

エ
ッ
セ
ー

日
本
宣
教
の
歴
史
と
現
在
を
想
う

頓
所  

正

30

頓所  正（とんしょ　ただし）　
日本ナザレン教団越谷教会牧師　

共
に
福
音
に
与
か
る
機
会
と
な
る
の
で
あ
る
（
一
コ
リ
九
・
二
三
）。
こ
れ
は
伝
道
者
に
と
っ
て
大
き
な
恵
み
で
あ
り
、
ま
た
特
権
で

あ
る
と
思
う
と
き
、
感
謝
に
た
え
な
い
。

　

私
の
属
す
る
教
団
は
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、「
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
宣
教
一
〇
〇
周
年
記
念
京
都
大
会
」
を
開
催
し
、
宣
教
一
〇

〇
周
年
を
記
念
し
た
。
私
は
現
在
、「
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
一
〇
〇
年
史
」
の
編
纂
委
員
の
一
人
と
し
て
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
一
五
〇
周
年
記
念
の
実
行
委
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
私
に
と
っ
て
は
、

日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
の
宣
教
一
〇
〇
年
史
の
歴
史
的
検
証
を
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
一
五
〇
周
年
記
念
と
い
う
歴
史
的
視

点
か
ら
も
検
証
す
る
機
会
に
な
る
、
と
考
え
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
に
は
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
一
五
〇
周
年

記
念
実
行
委
貝
会
に
は
、
諸
教
団
・
教
派
、
宣
教
・
協
力
・
福
祉
・
企
業
の
諸
団
体
、
学
校
・
教
育
団
体
な
ど
の
代
表
者
の
方
々

が
出
席
さ
れ
て
、
七
月
八
、
九
日
に
横
浜
市
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
記
念
大
会
を
開
催
す
る
予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。「
宣
教

一
〇
〇
年
記
念
大
会
」（
一
九
五
九
年
）
の
と
き
の
実
行
委
員
会
は
Ｎ
Ｃ
Ｃ
系
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
び
の
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
宣
教
一
五
〇
周
年
記
念
の
実
行
委
員
会
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
系
と
福
音
派
系
と
聖
霊
派
系
が
一
緒
に
協
力
し
て
一
堂
に
会
す
る
、
意
義

深
い
、
歴
史
的
な
記
念
大
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
の
日
本
宣
教
は
一
六
世
紀
に
開
始
さ
れ
た
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宣
教
師
た
ち
は
、
一
五
〇
年
前
に
日
本
に
お
い

て
初
め
て
宣
教
を
開
始
し
た
。
私
た
ち
は
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
一
五
〇
周
年
記
念
大
会
の
開
催
を
通
し
て
、
五
港
の
開

港
と
明
治
維
新
と
い
う
激
動
の
時
代
転
換
に
お
い
て
福
音
の
宣
教
が
開
始
さ
れ
、
今
日
に
至
る
ま
で
教
会
形
成
が
な
さ
れ
て
き
た

こ
と
を
回
顧
し
、
検
証
し
、
ま
た
今
日
の
宣
教
に
対
し
て
共
通
認
識
を
持
ち
、
宣
教
の
使
命
を
共
有
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人

が
救
わ
れ
る
た
め
に
日
本
宣
教
に
一
致
協
力
し
て
い
く
機
会
に
な
る
よ
う
に
大
い
に
期
待
し
祈
っ
て
い
る
。

　

日
本
宣
教
の
長
い
歴
史
を
持
つ
教
団
・
教
派
・
団
体
も
あ
る
し
、
戦
後
創
立
さ
れ
た
教
団
・
教
派
・
団
体
も
多
く
あ
る
。
そ
の

歴
史
の
違
い
を
超
え
て
、
各
教
団
・
教
派
・
団
体
等
が
そ
れ
ぞ
れ
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
一
五
〇
周
年
記
念
に
共
に
与
か

る
た
め
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
そ
れ
は
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
一
五
〇
周
年
の
歴
史
を
共
有
し
、
現
在
と
将
来
の
宣
教

に
お
い
て
、「
父
よ
、
あ
な
た
が
わ
た
し
の
内
に
お
ら
れ
、
わ
た
し
が
あ
な
た
の
内
に
い
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て

く
だ
さ
い
」（
ヨ
ハ
ネ
一
七
・
二
一
）
と
の
主
イ
エ
ス
の
祈
り
と
献
身
に
支
え
ら
れ
て
、「
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
ひ
と
つ
」
に
な
る
よ
う

に
一
致
協
力
し
て
遣
わ
さ
れ
て
い
く
た
め
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
歴
史
的
行
為
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
諸
団
体
に
宣
教
へ
の
う
ね
り

と
な
り
、
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
与
え
る
こ
と
を
信
じ
て
や
ま
な
い
。

　

宣
教
と
の
関
連
で
、
救
い
の
こ
と
、
献
身
、
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
宣
教
一
〇
〇
周
年
、
そ
し
て
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
一
五

〇
周
年
記
念
の
こ
と
な
ど
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
が
初
め
て
聖
書
に
触
れ
た
の
は
、
日
本
聖
書
協
会
発
行
の
、
英
語
訳
（
Ｒ
Ｓ
Ｖ
）
と
口
語
訳
の
対
照
新
約
聖
書
で
あ
っ
た
。

福
音
に
初
め
て
触
れ
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
系
学
校
の
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
人
の
ア
メ
リ
カ
人
の
教
師
が
ヨ
ハ
ネ
に
よ

る
福
音
書
一
五
章
の
「
イ
エ
ス
は
ま
こ
と
の
ぶ
ど
う
の
木
」
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
さ
れ
、
特
に
七
節
の
み
言
葉
が
私
の
心
に
印
象
深

く
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
先
生
は
、
学
生
た
ち
の
救
い
の
た
め
に
熱
心
に
祈
ら
れ
た
。
先
生
は
ア
メ
リ
カ
の
ナ
ザ
レ
ン
教
会
か
ら
派

遣
さ
れ
た
宣
教
師
で
あ
り
、
神
学
校
教
授
で
あ
っ
た
。
先
生
は
私
の
信
仰
の
道
備
え
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
以
後
も

い
ろ
い
ろ
と
覚
え
て
祈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
現
在
、
九
〇
歳
を
超
え
て
か
な
り
弱
く
な
ら
れ
た
が
、
ご
夫
妻
は
今
も
、
祈
り
の
言

葉
を
添
え
て
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
。

　

私
は
何
度
か
チ
ャ
ペ
ル
に
出
席
し
た
が
、
や
が
て
信
仰
に
導
か
れ
、
教
会
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
は
全
く
想
像
さ
え
し
な

か
っ
た
。
だ
が
、
主
は
私
に
働
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
宣
教
師
の
導
き
の
も
と
に
聖
書
に
触
れ
て
求
道
生
活
が
始
ま
り
、
旭
川
ナ
ザ

レ
ン
教
会
に
お
い
て
開
拓
伝
道
を
し
て
い
た
牧
師
の
も
と
で
洗
礼
と
教
会
生
活
へ
と
導
か
れ
、
そ
し
て
新
し
く
赴
任
し
て
こ
ら
れ

た
牧
師
の
も
と
で
献
身
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
。
日
本
ナ
ザ
レ
ン
神
学
校
で
は
、
牧
師
・
伝
道
者
た
る
者
に
と
っ
て
神
学
す
る
こ

と
の
重
要
さ
を
学
ん
だ
。
東
京
神
学
大
学
で
は
、
特
に
聖
書
神
学
と
組
織
神
学
を
学
ぶ
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
こ
で
聖
書
神
学

を
選
び
、
旧
約
聖
書
神
学
を
専
攻
す
る
に
至
っ
た
。
神
学
校
を
卒
業
し
て
伝
道
者
と
し
て
遣
わ
さ
れ
て
か
ら
も
、
多
く
の
方
々
か

ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、今
日
に
至
っ
て
い
る
。
四
〇
年
近
い
牧
会
伝
道
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、そ
れ
ぞ
れ
の
相
応
し
い
時
期
に
、

恩
師
の
方
々
の
影
響
を
受
け
て
き
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
数
年
前
ま
で
日
本
ナ
ザ
レ
ン
神
学
校
の
教
授
の
一
人
と
し
て
も
責
任

を
負
っ
て
き
た
。
後
継
者
の
養
成
は
、
教
団
発
展
の
生
命
線
に
関
わ
る
事
業
で
あ
る
と
痛
切
に
思
う
。

　

か
つ
て
は
宣
教
の
対
象
、
福
音
の
恵
み
を
受
け
る
側
に
置
か
れ
て
い
た
者
が
、
今
や
遣
わ
さ
れ
て
、
福
音
の
た
め
に
労
す
る
者
、

受
け
た
恵
み
を
与
え
る
者
と
さ
れ
て
い
る
。
何
と
い
う
光
栄
で
あ
ろ
う
か
。
福
音
を
受
け
る
側
も
、
福
音
の
た
め
に
労
す
る
側
も
、
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Bible Guide

   「誰でも聴いて読める ギリシア語聖書〜新共同訳—ギリシア語 イ
ンターリニア新約聖書〜」は、みことばを原語で耳から味わうこと
ができ、入門者の方の学習にも役立つ画期的なパソコンソフトです。

ギリシア語の単語にカーソルを
あてると、ポップアップウィン
ドウにその単語の文法事項が表
示されます。また情報ウィンド
ウが開かれていると、簡単な英
訳が表示されます。

ギリシア語の単語を選んで「語
句研究」を実行すると、その
単語が新共同訳でどのように
訳されているのか一覧表示さ
れます。訳語を選択すると、そ
の前後の聖句が表示されます。

聖書スピード検索画面か
ら、選択している聖書全体
の語句検索を行うことがで
きます。

インストールされている聖
書を並列表示して比較する
ことができます。

●収録聖書
ギリシア語新約聖書ネストレ第27版
七十人訳ギリシア語聖書
新共同訳聖書  旧約聖書続編つき

New International Version (NIV)
Today’s English Version (TEV)
欽定訳聖書 (KJV)

　製品の特長

1.　ギリシア語オーディオ聖書
　　�ギリシア語聖書本文の朗読音声に合わせて、その個所を矢印が移動し

て表示します。
2.　日本語—ギリシア語インターリニア聖書
　　�日本語（新共同訳）本文の下に、対応するギリシア語とその文法事項

が表示されます。
3.　情報ウィンドウ
　　ギリシア語の意味と文法情報が情報ウィンドウに表示されます。
4.　拡張性
　　�ソフトのエンジンはロゴス社の書籍閲覧ソフトLibronixDLSで

す。ロゴス社より数百もの聖書や辞書、注解書などのデジタ
ル書籍をダウンロード（有料）して、閲覧と検索が可能です。

定価 21,000円（税込）

●付録
A Concise Greek-English Dictionary of
New Testament(簡易版)

［動作環境］
OS: Microsoft Windows 98/Me/NT4.0(SP6a以
上)/2000/XP/Vista
CPU: Pentium III 500MHz以上（Pentium III 1GHz
以上推奨）
メモリ: 192MB以上（512MB以上推奨）
ハードディスク: 300MB以上の空き容量
周辺機器: CD-ROMドライブ
画面解像度: 800×600以上（1024×768以上推奨）
Microsoft Internet Explorer 6.0以上及びインター
ネット環境

単語の情報

聖書の比較

語句研究

語句検索

 誰でも 聴いて読める
ギリシア語聖書
新共同訳――ギリシア語　インターリニア新約聖書

Windows対応パソコンソフト

オーディオ聖書の発音は古典ギリシア語
（エラスムス）方式を採用

好 評 発 売 中

新共同訳　　　　KJV      　　TEV      　　NIV

『日ギ  インターリニア聖書』で「命」
を検索したところ292の聖書個所が
即座に表示されました。

『日ギ  インターリニア聖書』の
ウィンドウをクリックすると、ギ
リシア語に対応する日本語の上を
矢印が動いていきます。

オーディオ聖書のメニュー
バーに聖書個所を入力し、再
生ボタンを押すと、矢印が表
れて動き始め、その矢印の個
所が朗読されていきます。

ギリシア語
オーディオ聖書
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みんなの聖書  
絵本シリーズ刊行予定

⓭

⑭

⓯

⑯

⓱

⑱

⓳

⑳

㉑

㉔

  4月　ノアのはこぶね
	 大洪水です！ノアは家族や動物たちと箱舟に乗り込みます。
  5月　わたしについてきなさい　～イエスさまと弟子たち～
	 イエスさまは12 人の弟子を選びます。弟子の召命と主の祈り。
  6月　天のかいだん　～ヤコブものがたり～
	 ヤコブとエサウは双子の兄弟。けれども2 人は仲が悪くて…。
  7月　五つのパンと二ひきの魚
	 パンが五つと魚が二匹。おおぜいの人を前にイエスさまは…。
  8月　魚にのみこまれたヨナ
	 パクリ！ヨナは大きな魚に飲み込まれてしまいます。
  9月　まよえる小羊
	 迷子になった小羊も、家を出て行った放蕩息子も。
10月　ハンナの祈りと少年サムエル
	 ある晩、サムエルがたった一人で神さまの宮で寝ていると…。
11月　荒野(あらの)のゆうわく
	 荒野にいるイエスさまのところに、悪魔がやって来て…。
12月　天使の知らせ　～クリスマス（2）～
	 マリアの前に天使が現れて、驚くべき知らせを伝えます。
  1月　マントをひるがえして　～預言者エリヤ～
	 神さまを大事にしないアハブ王に、エリヤが立ち向かいます。
  2月　エステル　～勇気あるおきさきさま～
	 大臣ハマンが悪だくみ！そこで王妃エステルは…。
  3月　ペトロのやくそく
	 「私を愛していますか？」イエスさまと一番弟子ペトロの物語。

❶　せかいのはじまり
②　少年イエスと洗礼者ヨハネ
❸　アブラハムものがたり　～やくそくをしんじて～

④　カナのけっこんしき　～お母さんのしんぱい～

❺　サムソンのひみつ　～力もちなのはなぜ～

⑥　よきサマリア人　～しんせつなきらわれもの～

❼　ギデオンのつのぶえ
⑧　マルタとマリア
⑨　星にみちびかれて　～クリスマス（１）～

❿　ダビデとゴリアト
⓫　ダニエルのなぞとき
⑫　十字架の道

既刊（1年目刊行分）

2年目発行予定（2009年4月～2010年3月）

「音筆」にも対応
 絵本シリーズ発売開始と同時に、初年度 12

巻分の音声データを内蔵した音筆も発売いた
しました。「音筆」で絵本の見開き番号にタッ

チするだけで、そのページの朗読をクリアな音声で聴くこと
ができます。まだ文字を読むことのできないお子さまが、ひ
とりでも絵本聖書を楽しめます。２年目以降はデータを差し
替えることでご利用いただけます。
　朗読：久米小百合さん
  （教会音楽家・日本聖書協会親善大使）

　定価：15,750 円（税込）
　 音筆についての情報は日本聖書協会の
　 ホームページをご覧ください。

http://www.bible.or.jp/onpitsu/

おんぴつ

絵本聖書対応音筆をお持ちの方に、2 年目（2009 年4月～2010 年3月分）の音筆
データを無料で追加します。お持ちの音筆付属のSDカードを、日本聖書協会・頒
布部宛お送りください。折り返し新しい音筆データを追加してお届けします。

太字は旧約、細字は新約です

出 版 予 告

旧約聖書「箴言」、「コヘレトの言葉」の新共同訳本文とともに、

全てのページにユダヤの豆知識を掲載。混迷深まる現代を生き

抜くビジネスマン必読の一冊です。

A6判、上製、130頁　定価1,260円（税込）

写真は製作途中のものであり、実際のものとは異なります。

『ユダヤ人の知恵  ～成功への道～』

3月上旬発売予定！

日時：2009年3月21日（土）
         午後1時半～ 3時半
        （開場1時）
会場：香川県社会福祉総合センター
         コミュニティーホール
出演：ジョン･チャヌ氏
        （ヴァイオリニスト）

 JBS Information

JBS 情報

日時：2009年4月25日（土）
         午後1時半～ 3時半
        （開場1時）
会場：栃木県総合文化センター
         サブホール
出演：ジョン･チャヌ氏

時間等は変更になることもありますので、詳しくは広報部（TEL 

03-3567-1988　メール：info@bible.or.jp）へお問い合わせくだ
さるか、ホームページ（http://www.bible.or.jp/）のイベント情報
をご覧ください。

日時：2009年5月29日（金）
         午後6時30分～ 8時30分（開場6時）
会場：京葉銀行文化プラザ　音楽ホール
出演：久米小百合氏
         （教会音楽家、聖書協会親善大使）他

新評議員
湊　晶子　
みなと　あきこ

新監事
大野 克美　
おおの　かつみ

新評議員
飯島 節子　
いいじま　せつこ

新評議員
ウェイン・
ジャンセン

1932年生まれ
東京都在住
東京女子大学学長
日本私立大学連盟常務理事

1947年生まれ
群馬県在住
株式会社日進館
万座温泉ホテル代表取締役社長
東南アジア文化友好協会理事長

1942年生まれ
神奈川県在住
捜真学院学院長
青山学院評議員

1961年生まれ
東京都在住
東京神学大学准教授

任期：2009年1月～ 2010年12月
日本聖書協会は、新たな時代を迎えてさまざまな課題を前に
しており、多くの皆様のご協力を必要としております。今後
も理事、評議員、監事、そして事務局一丸となり、働きを進
めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

日時：2009年6月20日（土）
　　　午後1時半～ 3時半（開場1時）
会場：福井県国際交流会館　多目的ホール
出演：久米小百合氏

千
葉

香
川

宇
都
宮

福
井

聖 書 と 音 楽 の 出 会 い

聖
書
と
音
楽
の
出
会
い

教会の幅広いご協力を求めて
昨年12月5日に、日本聖書協会評議員・監事が新たに選出されました。今回、新たなメンバー
として評議員になられた3名の方々と、監事になられた1名の方をご紹介いたします。
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分科会テーマ（予定）

● キリスト教教育
● 信徒伝道
● 福祉と伝道
● 海外宣教

● 次世代への伝道
● 神学の歩み
● ビジネス伝道
● 文書伝道

● メディアと宣教
● 音楽と宣教
　 など

キリストにあってひとつ　−主イエスの証し人として−
2009年はプロテスタント 宣教150周年です2009年はプロテスタント 宣教150周年です

キリストにあってひとつ　−主イエスの証し人として−
●	 2008年から2009年にかけて、各教会、各学校、各団体で行われる行事、集会を日本プ
　	 ロテスタント宣教150周年記念行事と位置づけ、同じロゴマーク、同じ標語で、同じ祈
　	 りの中に賛同していただき、共に連帯しあう。
●	 2009年7月8日及び9日にパシフィコ横浜にて、日本プロテスタント宣教150周年記念
　	 大会を開催し、日本プロテスタント宣教史の一里塚とする。

1	 日本プロテスタント宣教150周年記念行事のために
2	 教派を超えて「キリストにあってひとつ」になれるように
3	 これからの日本宣教のために

日本プロテスタント
宣教150周年
記念大会
The 150th anniversary of 
Protestant missions in Japan

事 前 登 録 制

賛同のお申し込み受付中

記念大会の参加は登録費が必要となります。2月末頃
より、賛同教会、団体、賛同者に申込案内を送らせて
いただきます。すべて賛同団体、賛同者を通じてのお
申し込みとなります。詳細は申込案内をご覧ください。

会場：パシフィコ横浜国立大ホール
【5,000人収容】

⃝〒220–0012 横浜市西区みなとみらい1–1–1
⃝交通案内  TEL 045–221–2166
⃝総合案内  TEL 045–221–2155

アクセス
⃝みなとみらい線　みなとみらい駅より徒歩3分
⃝JR根岸線・市営地下鉄　桜木町駅より徒歩12分
⃝横浜駅東口またはYCATよりタクシー 7分、シーバス(船)10分

主催：日本プロテスタント宣教150周年記念実行委員会 
  ＜事務局＞	 〒104–0061 東京都中央区銀座4–5–1  （財）日本聖書協会内   電話03–3562–8725    
　	 E-メール protestant150thanniv@bible.or.jp
  ＜献金先＞	 ■ 郵便振替口座  00170–7–707447　■ 銀行口座  三菱東京UFJ銀行 三宮支店（店番462） 3012021
  ＜口座名義＞	 日本プロテスタント宣教150周年記念事務局 　日本聖書協会内

情報を随時更新いたしますのでご参照くださいhttp://www.protestant150.org

JBS 情報

二つの目的

祈りの課題

日本プロテスタント宣教150周年
記念シールを使って
お祝いしよう

　緑　　 53920 ￥500（税込）

カラー　 53918 ￥500（税込）

ポスター、しおり、記念シールは
全国のキリスト教書店で
扱っています。
★シールの購入代金の一部は、記念大会の
　献金とさせていただきます。 

無料グッズのご案内
150周年を記念した
ポスターと、しおり
もあります。

ポスター しおり表 しおり裏
（二つ折り）

1教会・団体　
ポスター 2枚 / しおり 50枚まで

無料

記念式典プログラム
７／８（水） ７／９（木）

150周年記念式典

パネルディスカッション
分科会

派遣礼拝

開会式

プレイベント
集会の時間は変更になる可
能性があります。

10:00

13:30

11:30

15:10
16:00
17:10

20:45

21:00

記念晩餐会プログラム
７／７（火）

〈記念晩餐会〉
グランドプリンスホテル赤坂

（東京・900人会費制）

18:30
17:00

 JBS Information

2009年 協賛団体関連行事

 賛同
教団・教派（42）／団体・企業（52）／学校（42）
教会（303）／合計439	 2009年2月16日現在

あ  か　  　　び  と

	 4月14–15日	 神戸ラブ・ソナタ
	 5月4–6日	 「祈りの祭典」国際大会 International Prayer 		
		  Convocation（名古屋）
	 6月1日又は2日	 日本福音同盟 第24回総会 特別講演会
	 6月18日	 セブンスデー・アドベンチスト教団 		
		  ミッションデー記念集会
	 6月24日	 日本基督教団 創立記念礼拝
	 7月7日	 日本プロテスタント宣教150周年記念晩餐会
	 7月8–9日	 日本プロテスタント宣教150周年記念大会
	 7月27日	 国際基督教大学出身伝道教職者の集い
	 8月3–31日	 東海道53次　Walk with Jesus（総動員伝道）
	 8月9日	 宣教150周年を覚えて記念礼拝を持ち、祈りましょう。
		  （日本最初のプロテスタント礼拝が行われた 8月7日	
		  に一番近い聖日）
		  サンデー・アデラジャセミナー（CEOJapan、イ		
		  ンターナショナルVIPクラブ主催）
	 9月20–22日	 日本プロテスタント宣教150周年記念フェスティバル 	
		  in 関西（神戸）
	 9月21–24日	 第5回日本伝道会議
	 9月22日	 サンデー・アデラジャ聖会(東京)
	 9月23日	 日本聖公会宣教150周年記念礼拝
	10–11月	 日本基督教団 特別講演会
		10月12–13日	 日本プロテスタント宣教150周年フェスティバル		
			  （関東宣教協力会・東京）
		10月24–25日	 第6回首都圏キリスト教大会
			  （首都圏キリスト教大会実行委員会）
		11月22–23日	 日本基督教団 日本伝道150周年信徒大会・記念式典
		11月23日	 日本プロテスタント宣教150周年フェスティバル		
			  in九州（福岡）

＊上記以外にも様々な行事が150周年記念イベントとして計画されています。
　各行事につきましては各主催者にお問い合わせください。

2009年7月8日○9日○水 木

記念晩餐会は上記記念大会の事前登録とは
別に申し込み（会費についてはお問い合わ
せください）が必要となります。

 登録費
◆ 7月8、9日全参加 3,000円
◆ A券 7月8日プレイベント／開会式
◆ B券 7月9日150周年記念式典
◆ C券 7月9日パネルディスカッション(または分科会)派遣礼拝 
　 A〜C券 各1,000円
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編
集
後
記

Sign language translation Bible

生まれて初めに覚え、日常使う言語を「母語」と言いますが、日本で生まれ育ちながら、いまだ
に母語の聖書を持たない方々がおられるのをご存じでしょうか。生まれつき耳の聞こえない方、
あるいは幼児期に聴力を失った方の多くは、「手話」を母語にされています。これらの方々にとっ
て日本語は、「聞く」という経験のないまま学習して覚える第二言語なのです。手話を母語とされ
ている方々には「手話の聖書」が必要です。手話訳聖書が一日も早く完成するように、パートナー
となってお祈りとご支援をいただけますようにお願い申し上げます。

パートナーお申し込みには、綴じ込みの申込用紙をご活用ください。
募金部

〒104–0061　東京都中央区銀座4–5–1
TEL 03–3567–1980   FAX 03–3567–4436

郵便振替　00160–2–18410
銀行振込　三井住友銀行 京橋支店（普）6552744
口座名：　㈶日本聖書協会

★1口10,000円の年会費で完成までお支えいただきます。

★パートナー様には手話訳聖書DVDをお届けいたします。

★皆様のお支えによりDVD・ビデオ共に1巻100円にて頒布されています。

聞こえない方の心に福音が響きますように

　旧・新約全巻の手話訳は15年にもわたる大事業であり、世界のどこでもまだ
達成されていません。完成のために継続的なご支援をぜひお願いいたします。

　お申し込み時には、既刊の手話訳聖書全13巻をプレゼント。そして今後、新
しい手話訳聖書DVD発刊のたびに、2枚を無料でお届けいたします。どうぞ手話
研究に、手話の礼拝・集会にご活用くださり、ご意見をお聞かせください。

共に手話訳聖書の完成を目指しましょう！

http://www.bible.or.jp/collection/col02.htmlホームページからも
お申し込みいただけます。 アドレス

手
話
訳
ビ
デ
オ

手話訳DVD

現在までに発刊された『手話訳聖書』
すでに10書13巻が完成し、頒布されています。
⃝創世記1～15章 
⃝創世記16～22章
⃝創世記23～28章
⃝創世記29～35章
⃝創世記36～42章

⃝ヨナ書、ルツ記 
⃝マルコによる福音書
⃝使徒言行録  1～14章
⃝使徒言行録  15～28章
⃝ガラテヤの信徒への手紙

⃝フィリピの信徒への手紙 
⃝�テサロニケの信徒への 

手紙  一・二
⃝ヤコブの手紙 

手話訳聖書支援パートナーを求めています

　
ヘ
ボ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ゴ
ー
ブ
ル
が
最
初
に

住
居
と
し
た
神
奈
川
の
成
仏
寺
。
こ
こ
か
ら
京

浜
急
行
を
挟
ん
で
北
側
に
は
、
開
国
当
時
フ
ラ

ン
ス
領
事
館
の
置
か
れ
た
慶
運
寺
が
あ
り
ま

す
。
近
く
の
滝
の
川
を
渡
る
と
浄
滝
寺
（
旧
イ

ギ
リ
ス
領
事
館
）
と
、
シ
モ
ン
ズ
が
滞
在
し
、

ヘ
ボ
ン
が
施
療
所
を
開
い
た
宗
興
寺
、
さ
ら
に

一
五
分
ほ
ど
横
浜
方
面
へ
歩
き
、
国
道
一
号
を

渡
る
と
、
ヘ
ボ
ン
が
生
麦
事
件
の
負
傷
者
の
治

療
に
あ
た
っ
た
本
覚
寺
（
旧
ア
メ
リ
カ
領
事
館
）

が
あ
り
ま
す
。

　
異
国
文
化
の
香
り
が
す
る
賑
や
か
な
横
浜
の

山
下
町
や
中
華
街
と
は
趣
が
異
な
り
、
辺
り
は

人
通
り
も
少
な
く
静
か
な
空
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
神
奈
川
宿
の
史
跡
を
訪
ね
、

古
き
時
代
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
超
教
派
の
実
行
委
員
会
に
よ
る
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
宣
教
一
五
〇
周
年
記
念
大
会
は
、
七
月
の

本
番
に
向
け
て
い
よ
い
よ
本
格
的
に
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
機
会
を
通
じ
、
ぜ
ひ
国
内
に
新
た
な
宣

教
の
う
ね
り
が
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
。

◆
訂
正
と
お
詫
び

　
前
号
八
頁
に
掲
載
し
た
聖
書
セ
ミ
ナ
ー
「
聖

書
と
哲
学
」
の
執
筆
者
、
春
名
純
人
先
生
の
お

役
職
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
関
西
学
院
大
学
名
誉
教
授
」
で
す
。

　
全
国
発
送
分
は
訂
正
紙
を
挟
み
込
み
、
在
庫

分
に
つ
い
て
は
シ
ー
ル
対
応
で
訂
正
を
い
た
し

ま
し
た
。
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
春
名
先
生

を
は
じ
め
、
ご
関
係
の
皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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